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ヤマメ・イワナ放流
わかさ氷ノ山オータムフェスタ
消火器・消火栓取扱い訓練を実施（西町）
「わかさこども園」入園のご案内
子どもの体力向上　推進モデル校実践事業
年末の交通安全県民運動
多可町産業展
固定資産税の土地・家屋の異動届出はお忘れなく
木質バイオマス事業Q＆A
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　今年も水産資源の保護と培養を目的にヤマメ・イワナの稚
魚、約6,000匹の放流を町内の河川６か所で実施しました。
　中之島公園横の八東川ではわかさこども園園児たちも参加
し、「早く大きくなってね」などと語りかけながら、バケツに
入った稚魚を放流していました。
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秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
、
わ
か
さ
氷
ノ

山
の
魅
力
を
県
内
外
の
方
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
、
わ
か
さ
氷
ノ
山
自
然
ふ
れ

あ
い
の
里
活
性
化
協
議
会
主
催
イ
ベ
ン
ト

「
氷
ノ
山
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
」
を
氷
ノ
山

自
然
ふ
れ
あ
い
の
里
周
辺
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
主

軸
と
し
た
観
光
拠
点
づ
く
り
を
展
開
し
よ

う
と
山
陰
地
方
で
は
初
め
て
ロ
ゲ
イ
ニ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
氷
ノ
山
が
鳥
取
・
兵
庫
両
県
一

体
の
山
な
の
で
、
兵
庫
県
と
連
携
し
て
の

県
際
交
流
事
業
「
登
山
ツ
ア
ー
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
地
図
と
コ
ン
パ

ス
を
使
い
野
山
に
設
置
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
制
限
時
間
内
に
で
き
る
だ
け

多
く
回
り
、
得
点
を
競
う
野
外
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
今
回
の
氷
ノ
山
大
会
で
は
フ
ォ
ト

ロ
ゲ
（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
写
真
を

撮
っ
て
得
点
を
競
う
ス
タ
イ
ル
）
を
実
施

し
、
約
30
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者

か
ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　

県
際
交
流
事
業
で
は
、
初
日
に
両
県
参

加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
観
光
地
を
見
学
し
て
民

宿
に
一
泊
し
、
２
日
目
に
登
山
へ
出
発
し

秋
の
氷
ノ
山
を
満
喫
!!

わ
か
さ
氷
ノ
山
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ

～
10
月
19
日
・
20
日
開
催
～　

ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
か
ら
小
雨
が
降
っ

て
お
り
す
っ
き
り
し
な
い
天
候
で
し
た

が
、
総
勢
40
名
が
相
互
の
交
流
を
図
り
な

が
ら
紅
葉
の
は
じ
ま
っ
た
氷
ノ
山
の
山
頂

で
交
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
県
際
交
流
登
山
と
同
日
平
行
し

て
、
氷
ノ
山
ス
ノ
ー
ピ
ア
ゲ
レ
ン
デ
特
設

会
場
で
、
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
氷
ノ
山

樹
氷
太
鼓
の
皆
さ
ま
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
、
西
町
伝
統
盆
踊
り
振
興
会
に
よ
る
演

舞
、
若
桜
学
園
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
ゲ
バ

ラ
バ
ン
ド
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
や
ポ
ス
ト
マ
ン
大
道

芸
の
ラ
イ
ブ
な
ど
様
々
な
演
奏
・
催
し
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
会
場
内
に
は
、
わ
ん
わ
ん

フ
ェ
ス
タ
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、
も
の
づ

く
り
、
癒
や
し
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
電
気

自
動
車
の
試
乗
が
で
き
る
自
然
と
エ
コ
暮

ら
し
コ
ー
ナ
ー
、
地
元
産
大
根
ぬ
き
体
験

な
ど
、
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の

方
に
、
秋
の
氷
ノ
山
の
魅
力
を
満
喫
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

少
し
で
も
多
く
の
方
に
氷
ノ
山
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

どんな作戦でいこうかな？最終確認をする参加者

氷ノ山山頂にて記念撮影“はいチーズ！”

消
火
器
・
消
火
栓
取
扱
い
訓
練
を
実
施

　

旧
池
田
村
と
旧
若
桜
町
が
昭
和
29
年
３

月
１
日
に
合
併
し
て
60
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
11
月
17
日
（
日
）
に
若
桜
町
公

民
館
で
「
若
桜
町
合
併
60
周
年
記
念
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
境
港
市
観
光
協
会
の

桝
田
知
身
会
長
か
ら
、「
妖
怪
に
よ
る
ま

ち
お
こ
し

～

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
挑

戦
」
と
題
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
数
々
の
実
践
例
な

ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
桜
町
合
併
60
周
年
記
念
講
演
会

　

ま
た
、
小
林
町
長
か
ら
「
先
人
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
町
の
繁
栄
を
町
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
考
え
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

桝田知身会長（境港市観光協会）

みんなで防災マップを作成

約100名の方々が傍聴されました

いざという時のために、しっかりと訓練を

西
町

　

10
月
14
日

（
月
）
に
若
桜
町

西
町
老
人
ク
ラ

ブ
（
谷
川
輝
久

会
長
）
主
催
の

消
火
器
・
消
火
栓

取
扱
い
訓
練
が
西

町
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
員

を
は
じ
め
住
民
約
50
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
実
際
に
油
を
燃
や
し
て
の

消
火
器
取
扱
い
や
消
火
栓
の
ホ
ー

ス
の
延
ば
し
方
、
放
水
の
仕
方
を

八
頭
消
防
署
若
桜
出
張
所
の
安
養

寺
警
備
係
長
か
ら
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　

訓
練
の
後
は
、
若

桜
町
の
石
塚
防
災
専

門
員
と
地
区
の
災
害

時
要
援
護
者
の
把
握

や
防
災
マ
ッ
プ
作
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
地
図
に

書
き
込
む
と
地
区
の

様
子
が
よ
く
分
か
り
、

災
害
時
に
は
役
立
つ

と
思
う
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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わ
か
さ
こ
ど
も
園
で
は 

　

満
３
歳
（
年
度
の
当
初
）
か
ら
就
学
前

の
お
子
さ
ん
の
ほ
か
、
保
護
者
が
仕
事
や

出
産
、
病
気
、
家
族
の
介
護
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
生
後
６
ヶ
月
か
ら
就
学
前
の
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

 

特
別
保
育
と
し
て 

　

延
長
保
育
（
19
時
ま
で
）・
緊
急
時
預

か
り
保
育
・
一
時
保
育
・
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

入
園
申
し
込
み
手
続
き 

受
付
期
間

　

平
成
25
年
12
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
　

～
平
成
25
年
12
月
27
日（
金
）

＊
年
度
途
中
の
入
園
申
し
込
み
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
（
原
則
、
入
園
の
３
週
間
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

受
付
場
所

　

わ
か
さ
こ
ど
も
園 

ま
た
は 
役
場
町
民

福
祉
課　

必
要
書
類

●
平
成
26
年
度
に
新
規
に
入
園
を
希
望
さ

れ
る
方

　

入
園
・
入
所
申
込
書

●
現
在
入
園
さ
れ
て
い
る
継
続
入
園
の
方

　

入
園
・
入
所
現
況
届

　

今
回
は
、
若
桜
学
園
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

経
験
の
あ
る
小
原
工
選
手
と
皆
生
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
女
子
の
部
で
３
連
覇

を
達
成
さ
れ
て
い
る
大
松
沙
央
里
選

手
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
り
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

小
原
選
手
に「
努
力
無
限
」と
題
し
て
、

講
演
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
大

松
選
手
に
は
「
体
つ
く
り
運
動
交
流

会
」
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

運
動
交
流
会
で
は
、
児
童
た
ち
が

両
選
手
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
動
き
を

取
り
入
れ
た
遊
び
や
普
段
行
っ
て
い

る
練
習
方
法
を
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
か
ら
は
、「
お
話
の
中

に
『
失
敗
は
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
る
経
験
』
と
あ
っ
た
が
、
自
分
は

失
敗
を
生
か
せ
て
い
な
い
の
で
、
生

か
せ
る
よ
う
に
日
々
の
小
さ
な
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
」

「
運
動
交
流
会
で
は
、
陸
上
練
習
と
部

～
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
学
ぼ
う
！
～

「努力無限」と題して５～９年生に講演を行う小原選手

２人の講師に教えてもらい体つくり運動をする５、６年生

いろいろな動きに挑戦する１、２年生（手前 大松沙央里選手）

子
ど
も
の
体
力
向
上　

推
進
モ
デ
ル
校
実
践
事
業　

パ
ー
ト
２

活
で
や
っ
た
こ
と
の
あ
る
運
動
も
あ

り
、基
礎
は
大
事
だ
と
思
っ
た
」「『
天

才
の
力
は
有
限
、
努
力
な
り
』
と
い

う
言
葉
を
聞
い
て
、
ど
れ
だ
け
失
敗

し
て
も
諦
め
ず
、
努
力
し
続
け
る
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
上
達
し
た
り
、
前

の
失
敗
を
成
功
に
変
え
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

一
流
の
選
手
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
運

動
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
運
動

の
良
さ
や
楽
し
さ
を
考
え
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

添
付
書
類
（
幼
稚
部
Ⅰ
・
保
育
部
の
方
）

●
お
勤
め
・
自
営
業
の
方

　

健
康
保
険
証
の
写
し
、
就
労
証
明
、
自

営
業
従
事
証
明
な
ど

●
求
職
活
動
中
の
方

　

求
職
活
動
の
状
況
が
分
か
る
も
の
（
民

生
児
童
委
員
の
証
明
な
ど
）

　

そ
の
ほ
か
、
個
別
に
必
要
な
書
類
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。   

※ 

『
入
園
案
内
』
を
わ
か
さ
こ
ど
も
園
及

び
役
場
町
民
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
入
園
中

の
方
に
つ
い
て
は
、
わ
か
さ
こ
ど
も
園

か
ら
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

の
上
必
要
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度

　

認
定
こ
ど
も
園

「
わ
か
さ
こ
ど
も
園
」入
園
の
ご
案
内

　平
成
25
年
12
月
27
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

　

わ
か
さ
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
　
　

☎
（
82
）
０
０
１
１

   　
　
　

Ｉ
Ｐ
☎
９
（
82
）
０
０
１
１

　

役
場
町
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
（
82
）
２
２
３
３ 

   　
　
　

Ｉ
Ｐ
☎
９
（
82
）
２
２
３
２

「
わ
か
さ
こ
ど
も
園
」入
園
の
ご
案
内

平成25年12月 4

　

消
防
団
歴
36
年
６
月
の
永
き
に
わ
た

り
、
消
防
団
員
及
び
消
防
幹
部
と
し
て
団

員
の
育
成
・
指
導
に
あ
た
り
、
ま
た
火
災

そ
の
他
の
災
害
の
防
御
に
邁
進
し
、
消
防

の
使
命
達
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

　

受
章
お
め
で
と
う

 

ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
単
光
章　

山や
ま

根ね　

滿み
つ

秋あ
き 

さ
ん
（
88
）

　
　

元　

若
桜
町
消
防
団
副
団
長
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若桜町秋季グラウンドゴルフ大会

　10月15日にふれあい広場で「若桜町秋季グラ
ウンドゴルフ大会」を開催しました。
　団体戦・個人戦あわせて、171名の参加者が
集まり、熱戦を繰り広げました。
　　【結果】

  　団体戦

優　勝 西　町 ２１６打

第２位 新　町 ２１７打

第３位 山田町 ２１８打

優　勝 糸井　　勲 （新　町） ３２打

第２位 平家　義隆 （西　町） ３５打

第３位 平田　雅人 （加　地） ３５打

第４位 奥井　昭人 （浅　井） ３７打

第５位 宮本　澤子 （西　町） ３７打

第６位 平家　　昇 （落　折） ３７打

第７位 岸本　　昭 （山田町） ３９打

第８位 岸本　　隆 （岸　野） ３９打

個人戦（敬称略）

※打数が同数の場合は、最小打数・年齢の順に順位を
決定

ランニングフェスティバルを開催！

　11月10日、若桜町体育協会主催のランニングフェ
スティバルが高野隣保館付近のふれあいまつり特設
コースで開催されました。
　若桜学園児童・生徒38名が参加のもと、１キロ・
２キロメートルの部に分かれて健脚を競いました。
　参加者が、雨の中最後の力を振り絞り、懸命にラ
ストスパートしている姿に対し、駆けつけた保護者
や先生から声援が送られていました。　

【結果】（敬称略）
●１㎞の部・男子

優　勝 古田　侑希

第２位 山根　快生

第３位 岩見　　瞭

優　勝 小林　優花

第２位 平家　菜帆

第３位 山根　麻央

●１㎞の部・女子

優　勝 杤本　直毅

第２位 山根　大輝

第３位 中村　俊介

優　勝 谷本　捺菜子

第２位 平家　佑佳

●２㎞の部・女子●２㎞の部・男子

「あともう少し、頑張れ！」

県民スポ・レク祭　若桜学園が大健闘！

　10月26日に開催された第14回鳥取県民スポー
ツ・レクリエーション祭バレーボール競技中学生の
部では若桜学園女子バレー部が見事に優勝を果たし
ました。また、ソフトテニス部では、智頭中学校テ
ニス部と合同で、八頭郡Aチームとして出場し４位
に入賞しました。
　各競技とも、新チームになってから初めての大会で、
日頃の練習の成果を発揮され、見事入賞・優勝を果
たされました。今後の更なる活躍が期待されます。 ガッツポーズで優勝を喜ぶ女子バレー部

　

年
末
は
交
通
量
の
増
加
、
降
雪
な
ど
に

よ
る
道
路
事
情
の
悪
化
や
、
忘
年
会
な
ど

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を
は
じ
め
、

交
通
事
故
の
危
険
性
が
高
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
広
く
県
民
に
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

呼
び
か
け
交
通
事
故
防
止
を
図
り
ま
す
。

【
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
及
び
運
動
の
重
点
】

鳥
取
県
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ゆ
ず
り
合
う

　

ゆ
と
り
と
笑
顔

　
　
　
　

防
ぐ
事
故
」

【
日　

時
】
12
月
12
日（
木
）10
時
30
分
～

（
小
雪
決
行
、
み
ぞ
れ
・
大
雪
中
止
）

【
場　

所
】
郡
家
警
察
署
前

【
内　

容
】
交
通
安
全
チ
ラ
シ
と
「
若
桜

鉄
道
の
砂
（
す
べ
ら
な
い
砂
）」、「
交
通

安
全
啓
発
カ
イ
ロ
」
を
配
布
し
、
通
行
車

両
に
対
し
て
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
は
「
若
鬼
く
ん
」
や
「
桜

子
ち
ゃ
ん
」、「
や
ず
ぴ
ょ
ん
」
な
ど
た
く

さ
ん
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
参
加
し
て
く
れ
ま

す
の
で
、皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間　

12
月
10
日
（
火
）
～
12
月
19
日
（
木
）

広
報
検
問
を
開
催
し
ま
す

　

コ
リ
ド
ー
21
（
因
但
県
境
自
治
体
会
議
）
主
催

の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
が
鳥
取
市
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
男
性
26
名
、
女
性
29
名
（
25

歳
～
45
歳
）
で
、
５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま

し
た
。
開
会
時
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

ご
当
地
ク
イ
ズ
や
各
テ
ー
ブ
ル
で
用
意
し
た
構
成

市
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
写
真
を
話
題
に
、
会
話
が
弾

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 コ

リ
ド
ー
21

恋
結
び
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
３

�

11
月
17
日
（
日
）

　

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

運
動
の
重
点

■
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
■
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
使
用
（
着

用
）
の
徹
底

■
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

（
特
に
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
周

知
徹
底
）

香美町

新温泉町
岩美町

若桜町

八頭町

鳥取市

若桜町

●性 格 若鬼くん／お祭り大好き

桜子ちゃん／明るく

子ども好き
●特 徴 冬でも薄着

（でも、寒い…）

Wakaki Kun
Sakurako ChanC

o
rrid

o
r 2

1

若鬼くん

桜子ちゃん

コリドー 21（因但県境自治体会議）とは、

因幡と但馬の市町が広い地域で仲良くし、

交流しながらお互いの地域づくりを協力し

て進めようという目的で平成８年に組織さ

れました。

コリドー 21構成市町：若桜町、八頭町、

鳥取市、岩美町、新温泉町、香美町
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10月28日 月 〉〉〉

親水公園をきれいに！

　ＷＴＰ（若桜トータルプロジェクト 門村正行 代表）

のメンバー１０人余りでボランティア活動として庄の

瀬の下手にある親水公園の草刈りや植樹の剪定、清掃

作業を行いました。 

　この公園は、若桜宿内への水路の起点に位置し史跡

（百間石垣）として観光客にも紹介されている場所でも

あります。 

　きれいになった公園内では、水路や池などの廻りを

散策することもできます。 

　町民の皆さんで「美しいまちづくり」を推進していき

ましょう。 
またたくまに親水公園がきれいになりました

11月8日金 〉〉〉

　若ざくらふれあい作業所の運動会が第１町民体育館で

行われました。 

　運動会では、若ざくらふれあい作業所の利用者さんと

職員、民生委員さん、地域住民さんが参加し、「ワッフル

早食い競争」「玉入れ」などの競技を楽しみました。 

若ざくらふれあい作業所運動会を開催

ワッフル早食い競争

11月13日水 〉〉〉

　この報告会は、８月６日から８日までの３日間、阪南大

学国際観光学部の吉兼教授をはじめ３・４年生の２１名が

若桜町観光資源調査を行い、分析結果を発表する場として、

若桜町保健センターで開催しました。 

　学生を代表して、３年生の三橋達貴さんが訪問した観光

資源の数値評価や意見、振興策の提案を県外大学生の視点

から率直に発言していただきました。 

　また、吉兼教授から最近の状況について、観光資源だけでなく、それを取り巻く

地域や住民のもてなしが、観光客の満足度を高めることなどの説明がありました。 

阪南大学による
若桜町観光資源調査報告会を開催

多くの方が報告会に参加しました

～リファーレンいなば（鳥取市伏野）～
平成25年度環境衛生委員の視察研修報告！

【研修日】　10月30日（水） 
【参加者】　７名（環境衛生委員５名、若桜町役場職員２名）
【研修内容】

　・リファーレンいなばの概要説明　　・ごみ分別のビデオ視聴
　・不燃ごみ処理行程の説明・見学　　・リサイクル品作製体験

施設概要の説明を聞く環境衛生委員

 ●施設職員からの指摘事項 

・医療用の器具（注射器など）の回収はしま
せんので産業廃棄物処理業者に引き取って
もらってください。

・ライターは、少しでもガスが残っている
と、発火する恐れがありますのでガスを空
にしてから出してください。

 ●参加者の意見・感想 

・貴重な体験をさせてもらいました。みな
さんにもぜひ参加してもらいたい。

　若桜町では、ごみの分別・減量化の意識を
高めるため、今後もこのような研修を実施し
ていきたいと思います。参加していただいた
環境衛生委員の皆様、お疲れ様でした。 

一般廃棄物の埋め立て地の見学

　

11
月
３
日
（
日
）
に
兵
庫
県
多
可
町
で

「
ふ
る
さ
と
産
業
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
若
桜
町
か
ら
も
特
産
品
や
若
桜
鉄
道

グ
ッ
ズ
な
ど
の
販
売
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
な
ど
を
行
い
、
若
桜
町
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

多
可
町
は
平
成
19
年
に
Ｓ
Ｌ
を
い
た
だ

い
た
町
で
、
若
桜
町
の
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄

ら
れ
た
方
々
は
展
示
し
て
い
た
Ｓ
Ｌ
の
写

真
を
見
て
今
の
Ｓ
Ｌ
の
様
子
に
つ
い
て
も

尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
し
た
が
、多
く
の
来
客
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
交

流
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

あいにくの雨模様でしたが、賑わいを見せていました

若
桜
を
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　

～
多
可
町
産
業
展
～
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寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
が
降

る
と
外
に
出
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
ま

せ
ん
か
？

　

暖
か
い
お
部
屋
で
コ
タ
ツ
に
じ
っ
と
し

て
い
る
と
気
持
ち
良
い
も
の
で
す
が
、
そ

こ
に
は
寝
た
き
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

大
き
な
ワ
ナ
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

要
介
護
や
寝
た
き
り
の
状
態
に
な
る
方

の
約
５
人
に
１
人
は
、
「
関
節
の
痛
み
」

や
、
転
倒
な
ど
に
よ
る
「
骨
折
」
な
ど
の

骨
・
関
節
・
筋
肉
と
い
っ
た
、
体
を
動
か

す
「
運
動
器
」
の
障
害
が
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
移
動
の
能
力

が
低
下
し
、
要
介
護
に
な
る
危
険
の
高
い

状
態
を「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

（
通
称
、
ロ
コ
モ
：
運
動
器
症
候
群
）
と

い
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
続
け

て
、
要
介
護
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
ロ
コ
モ
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
！

予
防
し
ま
し
ょ
う
！

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

　
　
　

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

☎
お問い合わせ

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９
IP９（８２）２２１４

こ
れ
っ
て
ロ
コ
モ
？
７
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
☑

１　

片
足
で
立
っ
た
ま
ま
靴
下
を
履
く
こ
と
が
で
き
な
い
□

２　

家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る
こ
と
が
度
々
あ
る
□

３　

手
す
り
が
な
い
と
階
段
を
上
る
こ
と
が
で
き
な
い
□

４　

15
分
（
約
１
㎞
）
ほ
ど
歩
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
□

５　

横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い
□

６　

２
㎏
程
度
の
荷
物
（
１
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳
パ
ッ
ク
２
個
程
度
）
を
持
っ

て
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
□

７　

掃
除
機
の
移
動
や
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
力
の
い
る
家
事
が
で
き

な
い
□

☆
１
つ
で
も
あ
て
は
ま
れ
ば
、
ロ
コ
モ
で
す
。

ロ
コ
モ
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

日
常
で
で
き
る
こ
と

　

き
ち
ん
と
食
事
を
し
て
、
し
っ
か
り
と

体
を
動
か
す
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
「
け
が
を
し
な
い
」
た
め
の

環
境
整
備
も
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
家
の
照
明
を
明
る
い
も
の
に

取
り
替
え
る
、
い
つ
も
通
る
場
所
に
つ
ま

ず
き
や
す
い
家
具
を
置
か
な
い
、
転
び
に

く
い
室
内
履
き
に

変
え
る
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
畳
や
床
に

座
る
よ
り
も
椅
子

に
腰
掛
け
る
ほ

か
、
布
団
よ
り
も

ベ
ッ
ド
の
ほ
う
が

関
節
の
負
担
を
軽

く
で
き
ま
す
。

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う

ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

（
ロ
コ
ト
レ
）

開
眼
片
脚
立
ち

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
鍛
え
、
足
を
丈
夫
に
し

ま
す

●
糖
尿
病
と
は
？

　

糖
尿
病
と
は
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
濃

度(

血
糖
値)

が
常
に
高
い
状
態
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
血
管
や

神
経
を
傷
つ
け
、
腎
不
全
や
神
経
障
害

な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

好
ま
し
い
血
糖
値
は
空
腹
時
で

１
０
０
㎎
／
㎗
以
下
で
す
が
、
１
１
０

㎎
／
㎗
以
上
で
予
備
軍
と
い
わ
れ
ま
す
。

１
２
６
㎎
／
㎗
以
上
だ
と
糖
尿
病
の
疑

い
が
あ
り
ま
す
。
若
桜
町
の
24
年
度
の

国
保
特
定
健
診
受
診
者
の
う
ち
、
糖
尿

病
お
よ
び
予
備
軍
・
疑
い
で
あ
る
人
は

約
27
％
あ
り
ま
し
た
。
全
国
統
計
で
は

日
本
人
の
４
人
に
１
人
以
上
が
糖
尿
病

ま
た
は
予
備
軍
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
若

桜
町
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
り
、
今

後
さ
ら
に
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

糖
尿
病
の
症
状
と
し
て
、
の
ど
が
乾

き
や
す
い
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
自
覚
が
な
い
こ
と
が
大
半
で

す
。
自
覚
が
な
い
か
ら
放
っ
て
お
い
て

し
ま
う
人
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。
年
末

年
始
は
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
や
す
い
こ
と

に
合
わ
せ
て
、
冬
期
間
は
雪
や
寒
さ
の
た

め
に
運
動
不
足
に
な
り
や
す
い
た
め
、
血

糖
値
が
上
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
今
の

時
期
こ
そ
生
活
習
慣
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
野
菜
不
足
・
運
動
不
足
が
続
い

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

糖
尿
病
の
予
防
の
基
本
は
「
食
事
」
と

「
運
動
」
で
す
。

　

野
菜
は
カ
ロ
リ
ー
が
少
な
く
、
食
物
繊

維
が
豊
富
で
す
。
食
物
繊
維
は
血
糖
値
の

上
昇
を
ゆ
る
や
か
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。

　

運
動
は
血
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使

い
、
血
糖
値
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
を
出
す

臓
器
に
か
か
る
負
担
を
減
ら
し
て
く
れ
ま

す
。
運
動
は
何
十
分
も
続
け
て
や
ろ
う
と

思
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
運
動
を

30
分
間
す
る
の
と
10
分
間
を
３
回
す
る
の

で
は
、
効
果
は
変
わ
ら
な
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
野
菜
は
多
め
に
」「
運
動
は
こ
ま
め
に
」

を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ト
レ
ス
を
た
め
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

ス
ト
レ
ス
は
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
血

糖
値
を
あ
げ
ま
す
。
強
い
ス
ト
レ
ス
が
か

か
る
と
、
人
は
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
食

べ
過
ぎ
や
飲
み
過
ぎ
に
走
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
血
糖
値
を
あ
げ
る
ホ
ル
モ

ン
を
分
泌
し
や
す
く
す
る
一
方
で
、
血
糖

糖
尿
病
に

な
ら
な
い
た
め
に

ス
ク
ワ
ッ
ト

立
つ
・
歩
く
・
座
る
能
力
を
総
合
的
に

ア
ッ
プ
し
ま
す

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
筋
肉
や

骨
は
「
体
は
動
か
す
も
の
」
と

指
令
が
伝
わ
る
と
、
強
く
な
ろ

う
と
し
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談

し
な
が
ら
、
「
体
を
上
手
に
使

う
」
こ
と
で
、
ロ
コ
モ
予
防
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

支えが必要な人は、医師と
相談して机に手や指をつい
て行う。

30°

お尻を軽く下ろすところから
始める。ただし膝は90度以
上曲がらないように。

左右１分間ずつを
１日３回

５～６回続けて行う
これを

１日３セット
値
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
へ
の
感
受
性
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
血
糖
値

を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
が
出
て
い
て
も
、
血

糖
値
が
下
が
り
に
く
く
な
る
た
め
、
体
の

血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
が
悪

く
な
り
ま
す
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

日
頃
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
の
ポ
イ
ン
ト

・
ゆ
っ
く
り
湯
船
に
つ
か
る(

半
身
浴)

・
睡
眠
時
間
を
し
っ
か
り
と
る(

６
～

７
時
間
が
目
安)

・
家
族
や
友
達
と
の
会
話
を
楽
し
む　

な
ど

　

日
々
の
生
活
を
一
度
振
り
返
っ
て
み

て
、
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
生
活
を
意
識
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
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農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

各
農
家
の
状
況
を
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
」
に
よ
り
審
査
し
、
選
挙
管

理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
12
月
上
旬
に
農
業
推
進
連
絡
員

さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
の
で
、
１
月
10
日

ま
で
に
、
農
業
推
進
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て
農

業
委
員
会
ま
で
ご
提
出
願
い
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
に
登
載
で
き
る
の
は
、
次
の
要

件
を
有
す
る
方
で
す
。

①
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
、
若
桜
町
内
に

住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
で
、
満
20
歳
以
上

の
方

③
農
業
経
営
者
で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
方

④
①
と
同
居
の
家
族
の
方
で
、
年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

（
①
～
③
ま
で
、
ま
た
は
①
②
④
の
要
件
を
有
す

る
方
）

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
右
記
要

件
を
有
す
る
方
に
よ
る
申
請
に
よ
っ
て
調
整
さ

れ
ま
す
。

　

従
っ
て
、
申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、

た
と
え
実
態
と
し
て
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙

人
名
簿
に
は
登
載
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
投
票
や
リ
コ
ー
ル
の
請
求
も
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
名
簿
の

整
備
を
行
い
ま
す

☎
お問い合わせ
農業委員会事務局
（82）２２３９
産業観光課

IP９（82）２２３８

11
月
12
日
に
農
業
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

・
農
地
法
第
３
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書

・
公
共
事
業
の
施
行
に
伴
う
付
帯
施
設
設
置
に
係
る

　

農
地
転
用
報
告
書

・
農
用
地
区
域
内
農
地
の
用
途
区
分
の
変
更
に
つ
い
て

審
議
事
項

・
利
用
権
設
定
申
出
書 

２
件

・
非
農
地
証
明
申
請
書 

１
件

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請
書 

１
件

農
地
転
用
許
可
後
の
処
理
に
つ
い
て

　

農
地
転
用
の
許
可
後
、
許
可
書
と
一
緒
に
農

地
転
用
事
業
進
捗
状
況
報
告
及
び
完
了
報
告
の

用
紙
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

農
地
転
用
事
業
の
完
了
後
に
は
農
業
委
員
会

へ
完
了
報
告
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

転
用
事
業
の
期
間
が
長
く
な
る
場
合
に
は
、
３
ヶ

月
後
・
１
年
後
に
農
業
委
員
会
ま
で
進
捗
状
況

報
告
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

完
了
報
告
の
提
出
後
に
は
、
農
業
委
員
会
で

農
地
転
用
の
現
況
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
そ

の
後
、
忘
れ
ず
に
法
務
局
で
登
記
変
更
を
し
て

く
だ
さ
い
。

からの

お 知 ら せ
税 務 課

　

土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
土
地
や
家
屋
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
中
に
土
地
の
現
況
地
目
が
変

わ
っ
た
り
、
住
宅
が
取
り
壊
さ
れ
た
場
合

に
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
土
地
の
所
有
者
変
更
や
分
筆
な
ど

　

法
務
局
へ
の
移
転
登
記
を
し
て
く
だ
さ

い
。②

住
宅
用
地
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

　

住
宅
を
取
り
壊
し
た
り
、
空
き
地
な
ど

に
建
物
を
建
て
た
と
き
は
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

住
宅
の
敷
地
に
な
っ
て
い
る
土
地
は
、

税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。
住
宅
を
取
り
壊
さ
れ
る
所
の

特
例
措
置
の
軽
減
は
な
く
な
り
ま
す
。

☎
お問い合わせ
税務課

（８２）２２３４
ＩＰ９（８２）２２３４

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
誤
っ
て
課
税
や

軽
減
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
土
地
の
現
況
地
目
の
変
更

　

山
林
か
ら
畑
、
水
田
か
ら
畑
、
原
野
か

ら
畑
な
ど
現
況
地
目
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の

土
地
・
家
屋
の

異
動
届
出
は
お
忘
れ
な
く

　

私
が
響
の
森
に
来
て
、
早
６
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
記
事
を
書
い
て
い

る
真
っ
最
中
に
氷
ノ
山
に
は
初
雪
が
降

り
ま
し
た
。
季
節
が
過
ぎ
ゆ
く
の
は
早

い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
く
の

は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
シ
カ
に
つ
い
て
で

す
。
辺
り
が
暗
く
な
る
頃
に
、
響
の
森

か
ら
自
宅
へ
向
か
う
と
結
構
な
頻
度
で

シ
カ
と
遭
遇
し
ま
す
。
道
路
に
仁
王
立

ち
し
、「
あ
、
こ
ん
ば
ん
は
」
み
た
い

な
感
じ
で
こ
ち
ら
を
見
て
き
ま
す
が
、

私
か
ら
す
る
と
「
そ
こ
を
ど
き
な
さ

い
」
っ
て
感
じ
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
こ
ち
ら
を
じ
っ
と
見
て
い
る

あ
の
状
態
は
び
っ
く
り
し
て
放
心
状
態

な
ん
だ
と
か
。

　

話
を
本
題
に
戻
し
ま
す
が
、
シ
カ
の

増
加
に
よ
る
食
害
は
氷
ノ
山
で
も
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
シ

カ
の
こ
と
を
学
ぶ
「
シ
カ
を
知
る
、
食

べ
る
エ
コ
ツ
ア
ー
」
を
先
日
開
催
し
ま

し
た
。
シ
カ
を
捕
獲
す
る
罠
の
見
学
、

ジ
ビ
エ
料
理
の
実
食
、
わ
か
さ
29
工

房
の
見
学
と
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
シ
カ
の
駆
除
策
と
し
て

私
が
注
目
し
た
の
は
ジ
ビ
エ
料
理
の
普

及
で
す
。
ジ
ビ
エ
料
理
は
狩
猟
に
よ
っ

て
、
食
材
と
し
て
捕
獲
さ
れ
た
野
生
の

鳥
獣
を
料
理
し
た
も
の
で
、
日
本
で
も

最
近
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ブ
タ
、

ウ
シ
、
ト
リ
と
い
う
三
強
が
い
る
の
で
、

安
定
供
給
の
課
題
は
残
り
ま
す
が
、
頑

張
れ
シ
カ
！
と
私
は
応
援
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
一
度
ジ
ビ
エ
料
理
を
食

べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館　

響
の
森　

 

ス
タ
ッ
フ　

佐
々
木　

亮

�ジビエ料理は救世主？

夢豆庵で頂いたジビエ料理

14

知っていますか？
「若桜町男女共同参画プラン」

その⑥（全７回）

な
ど
を
理
由
と
す
る
差
別
的
な
扱
い

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の

個
性
や
意
見
が
尊
重
さ
れ
な
い
状
況

が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
健
康
で
と
も
に
尊
重
し

あ
っ
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
お
互

い
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て

認
め
合
い
、
助
け
合
う
意
識
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
す
。

②
学
習
機
会
の
提
供

　

当
初
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う

支
援
に
つ
い
て
誤
っ
た
解
釈
が
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、「
男
女
共
同
参
画
」

と
い
う
言
葉
自
体
へ
の
抵
抗
感
を
与

え
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
々
に
と
っ

て
必
要
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い

な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。
分
か
り

や
す
い
資
料
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
固
定
的
な
見
方

や
偏
見
を
解
消
し
、
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
学
習
機
会
の
提
供
が
必

要
で
す
。

～
教
育
分
野
で
の

男
女
共
同
参
画
の
推
進
～

　

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

は
、
年
代
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て

高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
町
民

の
平
均
年
齢
及
び
65
歳
以
上
の
人

口
比
率
は
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

年
代
の
偏
り
も
見
ら
れ
ま
す
。
高
齢

期
の
方
、
こ
れ
か
ら
高
齢
期
を
迎
え

ら
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
男
女
共

同
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

①
家
庭
で
と
も
に
支
え
合
う
意
識

の
啓
発

　

高
齢
期
を
迎
え
、
身
体
的
不
自
由
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今
回
は
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ
金
問
題

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
貸
金
業

法
で
は
、
貸
金
業
を
行
う
場
合
の

登
録
制
、
契
約
書
面
な
ど
の
交
付

義
務
、
誇
大
広
告
の
禁
止
、
高
金

利
の
禁
止
な
ど
の
様
々
な
規
制
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
規

制
に
違
反
す
る
業
者
、
と
り
わ
け

高
金
利
で
貸
し
付
け
を
行
う
業
者

を
ヤ
ミ
金
と
い
い
ま
す
。
平
成
15

年
貸
金
業
法
改
正
に
よ
り
、
年

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏　

ア
ド
バ
イ
ス

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
  ～身近に存在する
　　　 　悪徳商法・トラブル～

利
１
０
９
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
る
利
息
の
契
約
は
無
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
件
で
は
、
10
日
で

１
万
円
の
利
息
を
と
っ
て
お
り
年

利
１
０
９
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
る
利
息
の
契
約
で
す
の
で
、
利

息
を
支
払
わ
な
く
て
良
い
と
い
え

ま
す
。

　

で
は
、
元
金
10
万
円
に
つ
い
て

支
払
う
義
務
は
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
貸
金
業
法
で
は
元
金
ま
で
無

効
に
な
る
と
は
定
め
て
い
ま
せ
ん

が
、
裁
判
例
で
は
貸
金
業
法
に
反

し
て
貸
付
条
件
の
表
示
を
せ
ず
、

１
０
９
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

る
高
金
利
で
貸
し
付
け
る
よ
う
な

悪
質
な
ケ
ー
ス
で
は
、
元
金
に
つ

い
て
も
不
法
原
因
給
付
（
民
法

７
０
８
条
）
に
該
当
し
元
金
の
支

払
い
義
務
を
否
定
し
て
い
ま
す
。

本
件
で
も
元
金
10
万
円
に
つ
い
て

は
支
払
わ
な
く
て
よ
い
と
い
え
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
ヤ
ミ
金
に
対
し
て

払
っ
た
お
金
に
つ
い
て
も
消
費
者

は
損
害
賠
償
請
求
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま
す
の
で
、
ヤ
ミ
金
に
対

し
て
払
っ
た
お
金
を
消
費
者
に
返

す
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
具
体
的
な
相
談
は
若
桜
町
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
下
さ

い
。

　

失
業
し
て
現
在
無
職
で
す
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、

就
職
で
き
ず
に
い
ま
す
。
生
活
に

困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
即
日
貸
付

可
」
と
い
う
チ
ラ
シ
を
見
つ
け
思
わ

ず
チ
ラ
シ
に
記
載
し
て
あ
る
電
話

番
号
に
電
話
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
る
と
す
ぐ
に
10
万
円
貸
し
て
く

れ
ま
し
た
が
、
利
息
は
10
日
で
１
万

円
と
非
常
に
高
額
で
し
た
。
何
回

か
利
息
を
払
い
ま
し
た
が
、
就
職

で
き
ず
収
入
が
な
い
た
め
利
息
の

支
払
い
す
ら
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
高
金
利
で
す
が
支
払

わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

【12月の消費生活相談】

【と　き】12月10日(火)・17日(火)・24日(火)
　　　 　 9時～ 16時

【ところ】地域福祉センター  ドリーミー
　専用ダイヤル ☎(71)0822  IP☎9(71)0822

【12月の法律相談】

【と　き】12月10日(火)13時30分～ 16時 ＊要予約
【ところ】地域福祉センター  ドリーミー
　☎(82)0254  IP☎９(82)0254

相
談
事
例

Ｑ　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を
、
高

額
の
事
業
費
で
や
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
現
実
的
に
木
材
の
搬
出
が
で
き

る
と
思
わ
な
い
。
補
助
金
の
終
了
後

の
こ
と
も
考
え
る
べ
き
だ
。

Ａ　

ご
質
問
の
内
容
は
、
森
林
所
有
者

が
、
木
材
を
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
活
用

す
る
た
め
、
自
ら
木
材
を
山
か
ら
搬
出

す
る
場
合
を
想
定
さ
れ
て
い
る
と
推
察

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

若
桜
町
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の

計
画
は
、
山
か
ら
の
木
材
が
２
つ
の
流

れ
で
動
く
こ
と
を
想
定
し
ま
し
た
。
１

つ
は
、
森
林
組
合
が
木
材
を
出
す
流
れ

で
す
。
２
つ
め
は
、
質
問
に
あ
り
ま
す

森
林
所
有
者
が
木
材
を
出
す
流
れ
で
す
。

　

今
回
の
木
材
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
で
、

そ
の
生
産
量
の
大
部
分
（
90
％
以
上
）

を
占
め
る
チ
ッ
プ
に
加
工
す
る
木
材
は
、

森
林
組
合
が
出
す
木
材
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
風
呂
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
使

用
す
る
薪
に
加
工
す
る
木
材（
10
％
以
下
）

は
森
林
所
有
者
が
出
す
木
材
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、森
林
組
合
が
出
す
木
材
で
す
が
、

平
成
21
年
か
ら
若
桜
町
が
取
り
組
ん
だ
、

林
業
再
生
の
事
業（
森
林
組
合
へ
の
加
入
・

若
桜
の
材
を
若
桜
の
製
材
工
場
で
加
工
す

る
若
桜
素
材
生
産
共
同
体
の
組
織
化
）
の

結
果
、
ほ
と
ん
ど
止
ま
っ
て
い
た
町
内
の

間
伐
搬
出
量
が
毎
年
８
，
０
０
０
㎥
近
く

ま
で
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
８
，
０
０
０
㎥
の
う
ち
、
製

材
に
使
用
で
き
る
木
材
（
以
下
「
Ａ
材
」）

は
23
％
、
製
材
に
使
用
で
き
な
い
が
合
板

に
利
用
で
き
る
木
材
（
以
下
「
Ｂ
材
」）

は
44
％
、製
材
や
合
板
に
も
利
用
で
き
ず
、

チ
ッ
プ
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
質
の
低
い
材
（
以
下
「
Ｃ
材
」）
が

33
％
あ
り
ま
す
。

　

Ａ
材
は
、
町
内
で
使
用
さ
れ
る
の
で
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｂ
材
の
ほ
と
ん
ど
は
、

県
内
の
大
手
の
合
板
工
場
で
購
入
さ
れ
る

の
で
、
問
題
は
少
な
い
で
す
。
し
か
し
、

Ｃ
材
は
引
き
取
り
手
が
無
い
の
で
県
外
に

高
い
運
送
費
を
か
け
て
、
し
か
も
安
価
で

販
売
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、町
は
間
伐
が
推
進
さ
れ
れ
ば
、

自
然
に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
Ｃ
材
を
処
理

す
る
方
法
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
で
あ
る
薪
や
チ
ッ
プ
に
加
工
し
、
石
油

や
ガ
ス
と
言
っ
た
化
石
燃
料
に
代
わ
る
地

球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
計
画

し
ま
し
た
。

  

次
に
、
森
林
所
有
者
が
木
材
を
出
す
場

合
で
す
が
、
森
林
組
合
の
よ
う
に
多
く
の

材
を
一
度
に
伐
採
、
玉
切
及
び
搬
出
を
行

う
大
型
の
林
業
機
械
を
備
え
て
い
な
い
の

で
、
搬
出
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
ど
の
く
ら
い
搬
出
コ

ス
ト
が
か
か
る
の
か
デ
ー
タ
が
な
い
た

め
、
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
町
は
今
年
度
か
ら
都
会
か

ら
若
桜
町
へ
の
移
住
定
住
を
希
望
す
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
を
雇
用
し
、

そ
の
労
働
力
を
活
用
し
て
鳥
取
県
林
業
試

験
場
に
搬
出
コ
ス
ト
を
調
査
し
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
若
桜
町
は
急
峻
な
地

形
が
多
く
、
搬
出
す
る
作
業
道
が
無
い
場

合
も
あ
り
、
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
調
査
も

単
年
で
結
果
は
出
ず
、
２
年
か
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
事
業
ベ
ー
ス
に
乗
ら
な
い

結
果
も
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
の
労
働
力
の
活
用
に
よ

る
コ
ス
ト
の
低
減
も
１
つ
の
視
野
に
い
れ

な
が
ら
、
若
桜
町
独
自
の
搬
出
コ
ス
ト
を

下
げ
る
手
法
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

今
回
、
木
材
の
搬
出
に
つ
い
て
回
答
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
の
新
用
途
利

用
（
原
材
料
・
食
物
・
き
の
こ
な
ど
）
に

つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

昨
年
、
若
桜
町
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
総

合
利
用
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
必
要
に
応

じ
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
Ｐ 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ 

計
画
・

Ｄ 

Ｄ
Ｏ 

実
行
・
Ｃ 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ 

評
価
・

Ａ 

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

改
善
）
を
行
い
な
が

ら
、
若
桜
町
内
の
雇
用
の
創
出
や
所
得
の

向
上
に
つ
な
が
る
施
策
を
町
民
の
皆
さ
ん

と
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
質
問
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業　
＆
Q

A
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町
長

　
小
林  

昌
司

元
気
が
あ
っ
た
若
桜

～
食
の
み
や
こ

　
　

鳥
取
県
フ
ェ
ス
タ
～

　

平
成
25
年
度
の「
食
の
み
や

こ
鳥
取
県
フ
ェ
ス
タ
」は
、
11

月
９
日
と
10
日
の
２
日
間
、
布

勢
運
動
公
園
で
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

若
桜
町
か
ら
の
出
展
者
は
、

因
州
若
桜
焼（
大
坪
英
治
）、
桐

下
駄（
盛
田
重
美
）、
西
町
甘
藷

会
、小
林
挽
物
店（
小
林
義
実
）、

若
桜
パ
ン
加
工
グ
ル
ー
プ
、
や

ま
ね
や（
山
根
祐
治
）、
は
る
み

会
、
手
づ
く
り
ハ
ム
工
房
つ
く

し
ん
ぼ
、
吉
川
Ｙ
Ｙ
Ｃ
の
皆
さ

ん
に
出
展
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

テ
ン
ト
を
５
張
も
使
用
し

の
ジ
ャ
ム
、
味
噌
な
ど
の
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、

弁
天
ま
ん
じ
ゅ
う
、
さ
ら
に
は

鹿
の
肉
の
販
売
も
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
度
は
、
鹿
肉
の
普
及
宣
伝

と
し
て
鹿
肉
料
理
を
県
民
に
味

見
し
て
も
ら
う
こ
と
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。
来
年
は
ぜ
ひ
皆
さ

ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、頑
張
っ

て
い
る
若
桜
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
。
私
も
法
被
を
着
て
、
お
手

伝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
町
村
長
が
集
ま

り
、
国
に
対
し
て
の
施
策

を
要
望

　

毎
年
11
月
に
は
、
全
国
の
町

村
長
が
中
央（
東
京
）に
集
ま
り

各
種
大
会
で
国
に
対
し
て
の
施

策
を
要
望
し
ま
す
。

　

今
回
、
私
は
全
国
治
水
砂
防

促
進
大
会
、全
国
町
村
長
大
会
、

簡
易
水
道
整
備
促
進
全
国
大

会
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国

大
会
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
の

通
常
総
会
な
ど
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
、
若
桜
の
名
産
を
販
売
さ
れ

ま
し
た
。
威
勢
が
良
く
て
、「
若

桜
は
元
気
が
あ
る
な
あ
」と
関

係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
も
喜
ば
れ

ま
し
た
。
特
に
、
西
町
甘
藷
会

の
白
ネ
ギ
は
、
３
本
が
１
０
０

円
と
い
う
こ
と
で
大
盛
況
、
大

変
忙
し
い
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
つ
く
し
ん
ぼ
の
ウ
イ

ン
ナ
ー
を
見
て
、「
こ
れ
が
有

名
な
ウ
イ
ン
ナ
ー
か
」と
言
っ

て
通
ら
れ
る
方
も
多
く
あ
り
ま

し
た
し
、
Ｙ
Ｙ
Ｃ
の
蕎
麦
も
よ

く
売
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
が
頑

張
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
若
桜
は

元
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今

回
は
出
展
は
な
か
っ
た
が
、
道

の
駅
に
も
エ
ゴ
マ
、
夏
イ
チ
ゴ

　

11
月
20
日
の
全
国
町
村
長

大
会
で
は
、
来
賓
と
し
て
出
席

さ
れ
ま
し
た
安
倍
内
閣
総
理
大

臣
の
挨
拶
の
後
、
東
日
本
大
震

災
の
早
期
復
興
、
真
の
地
方
分

権
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
、
地
方
交
付
税
の
総
額
の
確

保
、
自
動
車
取
得
税
の
見
直
し

の
代
替
財
源
の
確
保
、
農
山
漁

村
の
再
生
・
活
性
化
を
図
る
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
重
要
５
品
目
等

聖
域
の
確
保
、
領
土
・
外
交
問

題
に
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
臨
む

こ
と
な
ど
７
項
目
を
決
議
し
、

ま
た
、「
道
州
制
基
本
法
案
」の

国
会
提
出
と
道
州
制
の
導
入
に

断
固
と
反
対
す
る
特
別
決
議
も

行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
国
町
村
会
と
し

て
34
項
目
の
施
策
を
国
に
要
望

し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
過
疎

対
策
の
推
進
の
項
目
で
新
し
く

地
域
鉄
道
な
ど（
若
桜
鉄
道
が

該
当
）の
整
備
に
要
す
る
経
費

な
ど
過
疎
対
策
事
業
の
対
象
事

業
を
拡
大
す
る
よ
う
に
明
記
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
11
月
21
日
の
国

保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
で

は
石
破
自
由
民
主
党
幹
事
長
も

出
席
さ
れ
、
挨
拶
を
さ
れ
ま
し

た
。
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化

を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
や
、

国
の
責
任
で
国
保
の
構
造
的
な

問
題
を
抜
本
的
に
解
決
し
、
将

来
に
渡
り
持
続
可
能
な
制
度
を

構
築
す
る
な
ど
９
項
目
を
自
由

民
主
党
や
地
方
選
出
国
会
議
員

に
要
請
行
動
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

　

ま
た
、
上
京
中
に
鳥
取
県
の

町
村
と
徳
島
県
の
町
村
と「
危

機
事
象
発
生
時
相
互
応
援
協

定
」を
本
年
６
月
に
協
定
し
て

お
り
、
両
県
の
町
村
長
の
交
流

会
、
県
選
出
国
会
議
員
な
ど
と

の
懇
談
会
も
あ
り
、
実
り
の
多

い
全
国
大
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

　

若桜町ブース
（食のみやこ鳥取県フェスタ）

全国町村長大会で挨拶する
安倍内閣総理大臣

今月の言葉　偏見や　差別を見抜く　正しい目

★１１月１０日　ふれあいまつり

　雨の中、実行委員をはじめ多くの皆さんの協力と参加のもとに開催することができました。
　今後も「一人の百歩より、百人の一歩」を目指して、“差別解消の輪”“ふれあいの輪”が
広がっていくことを望んでいます。
　今回のまつりに携わっていただい方、参加された方、すべての人に感謝します。ありがと
うございました。

平成25年12月17

　雨の中、実行委員をはじめ多くの皆さんの協力と参加のもとに開催することができました。

第26回　　若桜町部落解放ふれあいまつり

★１１月９日　グラウンドゴルフ交流会・前夜祭

★展示
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≪　文　学　≫ ≪　そ　の　他　≫

・明治・妖（あやかし）モダン 畠中　恵 ・気づいたら１００歳、だがね ぎんさんの娘４姉妹

・傷 堂場　瞬一 ・プールウォーク超入門 高橋　雄介

・八重の桜　　４ 山本　むつみ ・有元葉子の「和」のお弁当 有元　葉子

・黒警 月村　了衛 ・よく咲く鉢バラの育て方 主婦の友社

・あなたにつながる記憶のすべて 小手鞠　るい ・名景世界遺産 アフロ

・お伊勢ものがたり 梶　よう子 ・手編み大好き！ 実業之日本社

・とっぴんぱらりの風太郎 万城目　学 ・新しいパパの教科書 ファザーリング　ジャパン

・沈黙のエール 横関　大 ・空想科学読本　　14 柳田　理科雄

・伊良子岬（みさき）殺人水道 梓　林太郎 ≪　ヤングアダルト　≫

・ごちそうさん　　上 森下　佳子 ・バイバイ、サマータイム エドワード ホーガン

・ともえ 諸田　玲子 ・ハピネス 小林　深雪

・十津川警部殺しのトライアングル 西村　京太郎 ≪　児　童　書　≫

・未決 佐伯　泰英 ・ステキナカタカナ 五味　太郎

・海賊女王　　上・下 皆川　博子 ・がむしゃら落語 赤羽　じゅんこ

・海と月の迷路 大沢　在昌 ・魔女と魔法のコイン ルース　チュウ

・偸盗の夜 澤田　ふじ子 ・ふたり 福田　隆浩

・スナックちどり よしもと　ばなな ≪　絵　本　≫

・さわらびの譜 葉室　麟 ・クリスマスのおばけ せな　けいこ

・遺産 笹本　稜平 ・おまめちゃん ひろかわ　さえこ

・わたしのリミット 松尾　由美 ・つぎはわたしのばん いもと　ようこ

・安部公房とわたし 山口　果林 ・そんなときどうする？ セシル　ジョスリン

・じぶんのための子守歌 工藤　直子 ≪　郷　土　≫

・アンソロジーお弁当。 阿川　佐和子 ・瞬 ｍａｔａｔａｋｕ 柄本　孝志

・妻と飛んだ特攻兵 豊田　正義 ・子どものまなざしにこたえて 佐々木　佐知子

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。 

新　　着　　図　　書 2013. 10. 31 まで

◎
小
学
生
水
泳
教
室

　

カ
エ
ル
コ
ー
ス

　
　

14
日
（
土
）

　
　

10
時
40
分
～
11
時
30
分

　

イ
ル
カ
コ
ー
ス

　
　

14
日
（
土
）

　
　

11
時
40
分
～
12
時
30
分

　

シ
ャ
チ
コ
ー
ス　

　
　

５
日
・
19
日
（
木
）

　
　

16
時
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15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25

29 30 31 26 27 28 29 30 31

月1月21

ほんのひろば カレンダー
おはなし会

*小学生対象のおはなし会

12月21日(土) 10時10分から
（情報館司書）

場所：情報館プレイルーム

どなたでも参加いただけます。

お気軽においでください。

2013.12 No.111

【貸出冊数と期間】 1人５冊まで、２週間

【開館時間】 １０時～１８時

【休館日 】 毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日・年末年始

どなたでも利用料金は無料です

わかさ生涯学習情報館
℡ 0858(82)6860

IP 9(82)6860

FAX 0858(82)6861

※第１～第４火曜日「本の巡回便ムーブック」運行

読書週間イベントの「おはなし会」にたくさんの

方に参加していただき、楽しいものになりました。

第一回目となった「音読教室」では、和気あいあ

いとした雰囲気で音読ができました。

ポーセラーツ作品
11月12日から４日間、湖陵高校の生徒が

就業体験に来てくれました。書架の整理やカ

ウンター業務、学級文庫の準備や学童保育

でのおはなし

会など、様々

な業務を体験

しました。

盛田 愛子 氏

本のひろば正面に、盛田愛子氏による華や

かなポーセラーツのカップなどを展示していま

す。ぜひご覧ください。
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（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
）

温水プールからのお知らせ

新しい、ダイエット機器を導入しました！！

( ウェーブストレッチリングです )

全身のほぐし・引き締め・伸ばしのサポートが

出来ます！！

使用してみてください　　詳しくはスタッフまで

○みんなで水中ウォーキング
毎週月・木曜日：14時～15時
○シルバー水中ウォーキング
毎週金曜日：13時30分～14時30分
○からだにいいヨガ教室
毎週月曜日：15時～16時
○キッズ　水泳教室

各週土曜日：13時30分～14時30分

上記４教室、会員様の追加募集を
行っております。

水泳教室の募集について

左右の体側伸ばし

でのおはなし

会など、様々

な業務を体験
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♪芸能発表♪

* 作品展示 *

郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川　

柳　
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）

天
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て
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れ 
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ス
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害
は
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球
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り
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Ｏ
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茗
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　第５回若桜町民文化祭が10月26日、27日の
両日、若桜町民の日頃の活動の成果を発表する
場として開催されました。開催期間中は、公民
館サークルを中心に数多くのグループ、個人の
方の作品展示や芸能発表が行われ、日赤奉仕団
バザーや体験コーナー、茶会などもあり多くの
方に来場していただきました。
　今年は、芸能発表の部に「若桜学園吹奏楽部」の出演もあり、生徒12名による息の合っ
た演奏が披露され、超満員の観客を魅了しました。
　多くの皆様のご来場本当にありがとうございました。

第５回若桜町民文化祭を開催！

池田大正琴すみれ会

手　芸

グラスアート

陶　芸

鶴尾句会

玄貞書道会

はがき絵

パッチワーク

切り絵

華道未生流

石　絵

がくすみ流押花

組　紐

写　真

華道池坊

白磁絵付・アートプリント

押し花サロン

刻書研究会

ハングル講座

茶　道

羊毛フェルト

西山音楽教室

若桜大正琴さくら会

若桜リコーダーグループ『すっぴん娘』

吟翔会若桜支部・さくら支部

若桜カラオケ 若桜健康カラオケ

安来節

若桜学園吹奏楽部

太極拳

鈴の音会

若桜コーラス

民謡舞踊

開会に先立ち記念テープカット


